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第１章  中学校における法教育の実践（学部連携研究） 
 
千葉大学教育学部附属中学校 
後藤 健次 
 
１．「共生の時間」の目的とねらい 
「共生の時間」とは、本校の総合的な学習の時間として設定されている。よって、「共生の
時間」は、生徒各自が自分でテーマを見つけ、目的を定め、自分なりの方法で追究する問
題解決的な学習である。そして、この時間がどのような学習であり、どのような力を身に
つける時間なのか、次のように生徒に説明している。 
 
（本校全生徒に配布した共生ノートより） 
・広い視野でいろいろな角度からテーマを探し（問題発見力）、学習計画を立て（構
築力）、実際に追究し（情報収集力や収集のためのスキル）、まとめ・発表する（表
現力）などを身につけていく学習である。また、普段の教科の学習との関連も意
識し、必要ならばその学習も深める。 
・学習の目的・価値を明確にする。どのような形がゴールであるのか、自分自身
の生活や生き方にとって、また、周囲の人や社会にとってどのような価値があり、
周りの人に対してどのような貢献ができるのか考える。 
・外部の人との関わりや体験的な活動を取り入れ、単に調べたものをまとめるだ
けの学習に終わらないようにする。 
 
学校教育活動の中で、「共生の時間」が独立して存在するのではなく、当然必修教科と
も強く結びついている。「共生の時間」での学習が必修教科に生きていくであろうし、その
逆もあり得るであろう。このような「共生の時間」の中に、法律や裁判について追究する
「法と共生」というゼミを、平成１８年度に立ち上げたのである。 
 
２．平成１８年度「法と共生」ゼミの概要 
３０名（内訳は、３年生７名、２年生９名、１年生１４名）でたちあげたゼミであった
が、そのおもな活動は、以下の通りである。 
・裁判制度についての基礎的な学習（講義形式で行う） 
・千葉地方裁判所裁判官の出前講義 
・法律や裁判についての個人テーマの設定と追究活動 
・千葉地方裁判所において、刑事事件の裁判傍聴（千葉県弁護士会の協力で弁護士       
の解説付き） 
・千葉大学大学院との連携授業 
 裁判の歴史から、裁判についての基本的な考え方、そして弁護士や検察官、裁判官の立
場から裁判について考え、最終的には仮想事件をもとに裁判員として判決を下してみよう
という授業であった。 
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・模擬裁判の発表と、観客を巻き込んだ形での評決。 
以上のような学習を、約１年間にわたって実践した。最終的な発表会では、参観した多
くの生徒や保護者から好評をいただき、意義深い実践となった。この反省点を生かしつつ、
２年目の実践につなげていったのである。 
 
３．平成１９年度「法と共生」ゼミの概要 
（１）ゼミ学習の全体計画と実施内容 
今年度の共生ゼミ「法と共生」は、以下のような計画で約半年実践を行った。 
日時と学習計画 実施内容 
６月８日（金） 
５・６校時  
ガイダンス（学校全体で） 
 全校集会の形で、２２ゼミの担当教員が、ゼミの内容を
説明する。生徒は、その説明を聞いて、次週のオリエンテ
ーションで、どのゼミに参加したいか決定する。 
６月１４日（木） 
５・６校時  
オリエンテーション 
（３講座だけお試し） 
 前時の内容をもとに、オリエンテーションに参加したい
ゼミを３つ選び、２５分１コマのゼミに参加し、本当に参
加したいゼミを決める。→その後、最終的に参加したいゼ
ミを決定し、希望表を提出する。 
６月１９日（火） 
６・７校時 
ゼミ決定（調整会） 
ビデオ「裁判制度について」を見て、裁判についての基本
的な内容を学習した。 
６月２６日（火） 
１・２校時 
裁判制度について（講義） 
 ３年生の公民の教科書や資料集の図をもとに、裁判制度
についての基本的な知識や基本的な用語などを、講義形式
で学習した（一斉学習）。・・・１年生に配慮してすすめる。
７月 ３日（火） 
３～６校時 
 裁判傍聴（千葉県弁護士
会・千葉地方裁判所協力） 
千葉県弁護士会の協力により、弁護士の解説と裁判の傍聴
のセットで学習を行った。 
７月１０日（火） 
３・４校時 
裁判傍聴のまとめ 
裁判傍聴学習の振り返りを行う。裁判傍聴を通して、わか
ったこととわからなかったことをまとめて、次の学習に生
かしていく。 
７月１７日（火） 
３・４校時 
検察官の立場になって、仮想事件をもとに、どのように事
実をつなげて、犯罪を立証しようとするか、その過程につ
いて学習する。 
９月 ４日（水） 
６・７校時  
弁護士の立場になって、どのような被告人を弁護するのか
を考える。特に情状酌量について考える。 
９月１８日（火） 
３・４校時 
裁判員制度について 
ビデオ「裁判員制度について」  
「裁判員制度」についての学習 
９月２５日（火） 
３・４校時  
ビデオ「裁判員制度について」  
「裁判員制度」についての学習 
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１０日 ２日（火） 
４校時 裁判傍聴準備 
（班分けや質問事項の討議） 
前回の裁判傍聴学習の振り返りでまとめてことを確認し、
疑問点をもとに質問事項などを検討する。グループ分けも
行う。 
１０日 ３日（水） 
３～６校時  
裁判傍聴 
千葉県弁護士会の協力により、弁護士の解説と裁判の傍聴
のセットで学習を行った。 
（千葉県弁護士会・千葉地方裁判所協力） 
１０月１６日（木） 
４校時 裁判傍聴のまとめ 
グループごとに、裁判傍聴のまとめを行う。また、模擬裁
判に向けて、ゼミ生を２グループにグループ分け。 
１０月２３日（火） 
５・６校時  
模擬裁判作成① 
模擬裁判のねらいと今後の流れの確認。模擬裁判の台本を
使用して、裁判の流れの確認。裁判の重要なポイントにつ
いて説明。 
１１月 ６日（水） 
５・６校時  
模擬裁判作成② 
事件の設定について、事件のキーワードを教師側から提示
し、生徒に確認させる（事件の基本設定の確認）。その他の
詳細な設定の話し合い開始。 
１１月１３日（火） 
５・６校時  
模擬裁判作成③ 
ワークシートを使い、事件の詳細設定についての話し合い
（事件の日時・盗んだ品物・犯行方法・動機・証拠・証人
など）。 
１１月２１日（火） 
５・６校時  
模擬裁判作成④ 
前時の続きを行う。グループの中で、配役を決定する（裁
判官・検察官・被告人・弁護士・証人・ナレーターなど）。
詳細設定をもとに、証人からの証言について話し合い。 
１１月２７日（木） 
５・６校時  
模擬裁判作成⑤ 
検察官・弁護士・被告人の証言内容についての話し合い。
グループで、ここまでの話し合いをもとに、台本の形式に
あてはめながら、台本を実際に作成。 
１１月２９日（木） 
５・６校時 模擬裁判作成⑥ 
前時に引き続き、台本作成作業。実際にパソコンにセリフ
の打ち込み。   
１１月３０日（金） 
５・６校時 発表会前日準備 
模擬裁判のリハーサル。評決の内容の確認の進行について
の打ち合わせと前日リハーサル。 
１２月 １日（土） 
１～４校時  
共生発表会（模擬裁判） 
別項で、詳細を説明。30 分コマの発表時間で、２グループ
がそれぞれ１コマ模擬裁判を行い、もう１コマは評決の時
間とした。 
１２月 ４日（火） 
６校時 まとめとふり返り 
１年間の学習のふり返りを行った。アンケートなど。 
 
（２）ゼミ活動と生徒の特徴 
①ゼミ活動について 
今年度は、「法と共生」ゼミ２年目ということで、昨年度の反省点をもとに、次のよう
な取り組みを行ってみた。以下、項目ごとに昨年度との変更点を中心に述べてみたい。 
・裁判傍聴学習について 
昨年度と同様に千葉県弁護士会の協力をいただいて、裁判傍聴を行った。昨年度は、１
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回しか裁判傍聴学習を行わなかったが、今年度は２回に増やした。実際の裁判を傍聴する
という体験は、生徒たちにとって、それまで持っていた疑問が解消されたり、裁判の流れ
を明確に理解するという点で、とても有意義な体験である（昨年度の反省より）。しかしな
がら、実際に裁判を傍聴したことによって、新たな疑問も出てくるものである。そのよう
な疑問について、調べた後に、もう一度裁判を傍聴することは、生徒にとって大いに勉強
になるのではないかと考えた。 
事実、「２回目の裁判傍聴は理解しやすかった」という生徒の声も多く聞こえてきた。 
裁判傍聴学習が、後の「法と共生ゼミ」の学習の更なる動機づけとなったことは、昨年度
の実践でよくわかったが、今年度はそれを２回にしたことにより、裁判の流れを生徒によ
りよく理解させることにつながり、このあとの模擬裁判の台本作成がスムーズに行えると
いうことにつながったと考えられる。 
・模擬裁判作成について 
昨年度も、共生発表会（最後の発表会）では、模擬裁判の発表を行った。しかしながら、
この台本は、それまでの大学院との連携研究授業で大学院生が作成したものを多少アレン
ジしたものにすぎなかった。いわば、裁判体験学習といったレベルの学習であった。それ
を、生徒たち自身に模擬裁判を作成させることによって、より深い学習ができるのではな
いかと考えたのである。その意図や結果の分析については、後の章でふれることになる。 
・共生発表会（模擬裁判発表および評決）について 
 本校の共生発表会は、30 分１コマとしての発表となっている。よって、昨年度は、その
１コマの中で 20 分間模擬裁判を行い、10 分間を評決の時間とした。評決の時間は、模擬
裁判の中の裁判官に、参観してもらった他のゼミの生徒や保護者の方に裁判員として加わ
ってもらって、判決について話し合うという時間とした。しかしながら、10 分という時間
が短すぎて、判決を複数の選択肢の中から決定するのが精一杯であった。 
そこで、今年度の実践では、30 分２コマ続きの発表とした。30 分では、模擬裁判の発表
を行い、30 分では評決の時間と言うことで、検察側・弁護側それぞれの主張を整理したあ
と、観客である他のゼミの生徒や保護者の方にじっくり判決について話し合ってもらい、
最終的な判決を出していこうという発表形式にしてみた。 
 
②生徒の特徴について 
受講生は、２９名（内訳は、３年生４名、２年生６名、１年生１９名）である。２年生
のうち５名は、昨年度の「法と共生」の受講者である。この５名をはじめとして、本ゼミ
受講生であるので、「法」や「裁判」に関しては、非常に興味・関心が高い。また、１年生
の中にも、「裁判」に関して、とても興味・関心が高い生徒が数名いる。 
 共生ゼミのオリエンテーションの時に、このゼミは発表会では、模擬裁判を行うことを
説明しており、それを知った上で本ゼミの受講を決めた生徒たちなので、模擬裁判を行う
ことに対しても、抵抗がないばかりか、いろいろな役をやってみたいという意欲の高さが
見られる。 
 自分の意見を書いてまとめたり、また人前で発表することも、学年の発達段階による違
いは見られるが、どの生徒も積極的に行うことができる。話し合い活動も、上級生が中心
となってまとめ、下級生であってもしっかり自分の意見を発表することができる。 
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